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●
応
募
期
限
／
２
月
28
日
㈬

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
、
資
格
証
の
写
し
を
子

育
て
推
進
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員
／
保
育
士
２
人

●
募
集
要
件
／
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

（
採
用
時
ま
で
取
得
見
込
の
方
も
応
募
可
）

●
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更

新
可
能
性
あ
り
）

仙
北
市
臨
時
職
員
（
保
育
士
）
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
子
育
て
推
進
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
０

平
成
30
年
度
「
交
通
災
害
共
済
・
不
慮
の
災
害
共
済
」

加
入
申
し
込
み
受
付
中
！

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
０
８

交通災害共済
年間掛金 300円

不慮の災害共済
年間掛金 700円

道路上で自動車・バイクを運

転中に衝突した、自転車で

転倒した、歩行中に自動車

にひかれた、などといった

事故にあった場合に、共済

金が支給されます。

死亡　  　100万円

入院1日　2,000円

通院1日　 800円

道路上でないところでの自動

車等による事故、作業中の

事故、スポーツ・レクリエー

ション中の事故、地震や火災

などの災害にあった場合に、

共済金が支給されます。

死亡　    　60万円

入院1日　1,100円

通院は対象外

●
加
入
資
格
／
仙
北
市
に
住
ん
で
い

て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方

●
共
済
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日

～
平
成
31
年
３
月
31
日

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た
場
合
は
、

翌
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日

●
加
入
受
付
窓
口
（
平
日
の
み
）／

　
市
民
生
活
課
（
角
館
庁
舎
）、
田
沢

湖
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張

所
、
取
扱
金
融
機
関

※
共
済
金
の
請
求
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ

い
て
は
「
広
報
せ
ん
ぼ
く
２
月
１
日
号
」

に
折
り
込
み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.akita-sg
.jp/)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）

●
２
月
28
日
㈬
納
期
限
の
税
目

 

▼

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）　
第
８
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

   

第
８
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の
で
、
前

   

日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

   

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
地

   

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
夜
間
納
税
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
２
月
28
日
㈬ 

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事
前

   

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ
ン

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
７

ゴ
ミ
の
適
正
搬
入
お
よ
び

長
物
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー（
角
館
町
薗
田
）
☎
（
54
）３
３
０
５

の
で
し
た
。
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

場
合
、
こ
れ
ら
は
産
業
廃
棄
物
で
あ
り
、

市
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
で
は
受
け
入
れ
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
搬
入
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
の
方
が
出
さ
れ
る
ロ
ー

プ
や
ホ
ー
ス
な
ど
の
長
物
の
ゴ
ミ
は
、

必
ず
50
㌢
以
下
に
切
っ
て
か
ら
ゴ
ミ
に

出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
月
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
コ
ン
ベ
ヤ

に
長
物
の
ゴ
ミ
が
巻
き
付
い
て
機
械
が

止
ま
り
、
ゴ
ミ
処
理
に
支
障
を
き
た
す

事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
原
因
は
、
ベ
ル
ト
ス
リ
ン
グ(

玉
掛

け
用
吊
り
具)

と
多
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ひ

も
が
ゴ
ミ
ピ
ッ
ト
に
投
入
さ
れ
、
ゴ
ミ

処
理
の
過
程
で
コ
ン
ベ
ヤ
に
巻
き
付
い

て
部
品
を
破
損
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も

要
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
市
役
所
各
庁

舎
・
出
張
所
で
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
進
学
・
出
稼
ぎ
・

入
院
等
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場

合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
市
が
設
置
し
た
合
併
浄
化
槽
を
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
使
用
料
金
を
使
用
人
数

に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
使
用
人
数
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
（
出
生
・
死
亡
・
婚

姻
・
転
出
・
転
入
等
）、
届
け
出
を
す
る
必

市
町
村
型
浄
化
槽
を

設
置
し
た
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】
上
下
水
道
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
９
６

　

２
月
２
日
の
日
本
農
業
新
聞
に
、「
移
住
の

決
め
手
は
？
」
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
総
務

省
が
初
め
て
行
っ
た
移
住
意
向
調
査
の
結
果
を

分
析
し
た
内
容
で
す
。
私
が
ど
う
し
て
着
目
し

た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
が
移
住
希
望
者
へ
の
調

査
で
は
な
く
、
す
で
に
全
国
の
過
疎
市
町
村
に

転
入
届
を
出
し
た
９
９
５
人
を
対
象
に
し
た
調

査
だ
っ
た
こ
と
。
実
際
に
移
住
し
た
方
々
の「
移

住
ス
イ
ッ
チ
」
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
今
回
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

回
答
者
の
年
齢
構
成
は
、
20
代
が
27
％
、
30

代
が
24
％
、
40
代
が
16
％
で
、
こ
の
年
齢
層
が

全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
単
身

者
は
全
体
の
56
％
で
し
た
。
こ
れ
も
興
味
深
い

デ
ー
タ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
移
住
を
決
め
た
要
因
は
、

１
．
気
候
や
自
然
環
境
の
豊
か
さ
…
47
％

２
．
働
き
方
や
暮
ら
し
方
を
変
え
た
い
…
30
％

３
．
静
か
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
た
い
…
27
％

４
．
ふ
る
さ
と
で
暮
ら
し
た
い
…
25
％

５
．
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
…
22
％

　

こ
れ
が
ベ
ス
ト
５
で
す
。
何
よ
り
豊
か
な
自

然
環
境
を
求
め
て
移
住
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、転
居
前
か
ら
移
住
先
と
関
係
が
あ
っ

た
方

（々
家
族
が
い
る
・
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

な
ど
）
が
、
全
体
の
５
割
を
越
え
て
い
た
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
女
性
に
そ
の
傾
向
が

強
く
、
移
住
先
の
“
関
係
人
口
〟
の
多
少
が
判

断
を
左
右
す
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
実
態
か
ら
、
同
新
聞
は
「
入
り
口
づ
く
り
の

重
要
性
」
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
地
縁
血
縁
は

も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
事
業
な

ど
が
、
移
住
の
入
り
口
に
な
っ
て
い
る
と
…
。

　

過
日
、
角
館
中
学
校
卒
業
生
の
33
歳
・
42
歳

の
厄
祓
い
祝
賀
懇
談
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
皆

さ
ま
と
お
話
を
す
る
中
、「
で
き
れ
ば
帰
っ
て

来
た
い
。
自
分
が
身
に
付
け
た
知
識
や
技
術
で

職
場
も
つ
く
り
た
い
」
と
、
頼
も
し
い
言
葉
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
う
で
す
よ
、
先
の
移
住
ベ
ス

ト
５
だ
っ
て
、
全
て
が
仙
北
市
に
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
考
え
た
ら
「
入
り
口
づ
く
り
」

も
以
前
か
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
人
気
観
光

地
と
し
て
の
優
位
性
、
農
家
民
宿
や
教
育
旅
行

な
ど
、
交
流
事
業
が
移
住
に
結
び
つ
く
キ
ッ
カ

ケ
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
ほ
ど
可
能
性
の
高
い
場

所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
一
番
に
効
果
的
な
対
策
は
家
族
の
声

か
け
で
す
。
何
度
も
何
度
も
、
子
ど
も
た
ち
に

「
ま
ず
帰
っ
て
来
い
よ
」
と
言
い
続
け
て
欲
し

い
の
で
す
。
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
ま
ず
帰
っ
て
来
い
よ
』

No.128

まちづくり
日記

　
１
月
24
日
と
25
日
の
２
日
間
、
東
京

で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下
Ｊ
Ｆ
Ｃ
）
主
催
の
全

国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
で
は
、
数
日
前

に
20
㌢
を
超
え
る
雪
が
降
り
、
会
場
近
く

の
歩
道
わ
き
に
は
雪
が
少
し
残
っ
て
凍
結

し
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　
24
日
の
Ｊ
Ｆ
Ｃ
全
国
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア

は
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下
Ｆ

Ｃ
）
と
映
像
制
作
関
係
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
機
会
で
す
。
会
場
で
は
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
分
か
れ
、
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
は
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
今

年
は
会
場
が
東
京
劇
場
ビ
ル
に
変
わ
り
、

例
年
よ
り
遅
い
午
後
８
時
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
映
像
関
係
の
会
社
が
複
数
入
居

し
て
い
る
ビ
ル
の
せ
い
か
、
例
年
よ
り
来

場
者
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

う
れ
し
い
限
り
で
す
。
い
か
に
し
て
秋
田

ま
で
撮
影
に
来
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
る

と
、
単
独
の
Ｆ
Ｃ
だ
け
で
は
難
し
い
面
も

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

感
じ
ま
し
た
。
秋
田
県
内
の
Ｆ
Ｃ
と
連
携

し
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
提
案
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ロ
ケ
地
フ
ェ
ア
終
了
後
に
は
、
全
国
Ｆ

Ｃ
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い

き
な
り
乾
杯
の
挨
拶
に
指
名
さ
れ
、
少
々

焦
り
ま
し
た
が
、
滞
り
な
く
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｆ
Ｃ
が
地
域

の
特
産
品
を
持
ち
寄
っ
て
、
お
ら
が
故
郷

自
慢
の
よ
う
で
大
変
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
国
の
Ｆ
Ｃ
か
ら
情
報
を
得
る

よ
い
機
会
で
も
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
25
日
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
は
、
基

礎
研
修
を
終
了
し
、
実
務
の
経
験
を
積

ん
だ
Ｆ
Ｃ
担
当
者
が
更
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
学
ぶ
機
会
で
す
。

３
つ
の
分
科
会
（
地
域
啓
蒙
活
動
・
撮
影

環
境
整
備
、
海
外
作
品
の
誘
致
・
支
援
、

支
援
作
品
を
活
か
し
た
観
光
振
興
）
に
分

か
れ
、
実
際
の
活
動
事
例
を
も
と
に
そ

れ
ぞ
れ
が
学
び
ま
す
。
毎
回
新
た
な
気

づ
き
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）来場者で賑わうロケ地フェア
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